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手浴が実験的疼痛閾値に及ぼす影響
池田理恵 　深井喜代子 　岡田淳子
要 　　　約
部分浴である手浴に手浴部以外の部位への鎮痛効果があるかどうか明らかにするために，承諾の得ら
れた健康な女性名（平均年齢	±歳）を対象に，手浴を実施した場合としない場合の痛みに対する
感受性の違いを検討した．手浴はステンレスベースンに用意した
℃，
の湯に被験者の片手（左手）の
橈骨茎状突起部までを分間浸ける方法で行った．実験的疼痛には電気刺激による 誘発法
（）を用い，手浴と反対側の右前腕内側部の痛点を
と	で刺激した．痛みの強度は
  （）（範囲～）で評価した．実験中は左右の手背部皮膚温のほか，自律神経
指標として心電図，血圧，それに右手母指指腹部から局所発汗量を連続監視した．手浴を実施した左手
背皮膚温は
± ℃から

±℃に上昇した（）．手浴中，
の電気刺激では被験者名
中名に，	では 名に鎮痛効果がみられた．平均値では
で±から手浴実施中	
± へ（	），	で	±から	
±	へ（），それぞれ有意に低下した．手浴に
よって最高血圧は低下したが（），局所発汗量には変化はみられなかった．また，痛み刺激による
一過性の自律反応は，手浴中も同様に認められた．この実験から，一側の手首以下の手浴によって手
浴をしなかった反対側の前腕の  の感受性が低下することが明らかになった．
緒 言
痛みを訴える患者に対する疼痛緩和ケアの第一選択
は薬物療法であるが，臨床現場では，しばしば，その
コントロールの困難さに直面する．看護者は薬物療法
だけで十分に患者の痛みを除去できない時に，痛み
のある部位をマッサージする，罨法を実施す
る，散歩に連れ出す，あるいは音楽療法や
アロマセラピーを取り入れるなどさまざまなケア
を試みる．ペインコントロールの狭間で痛みを訴える
患者にとって，看護者が，こうしたいくつもの疼痛緩
和のための方策を持ち，状況に応じた効果的なケアを
提供することは，患者の!"# $ %$を格段に向上
させることになる．そこで，日常的に実施するケアの
中でも簡便な手浴に着目した．清潔ケアの温熱効果が
鎮痛に効果的であることは，足浴や清拭，坐浴	
で確認されているが，手浴に鎮痛効果があるかどうか
は明らかにされていない．手浴は限局した部位に施行
される方法であるので，臨床現場では患者の痛みの
部位と異なる場合が多いと思われる．従って，手浴
部以外の部位への実験的疼痛を用いて手浴の鎮痛効
果を検討し，新知見を得たので報告する．
実 験 方 法
現存する痛みのない健康な女性名（平均年齢
	±歳，～
歳）を対象に実験を行った．被
験者には予め実験の目的と方法を説明し，実験中で
も同意を撤回できることを伝えた上で，同意書を取
り交わした．春期，空調下（室温～℃，湿度

～&）の個室で実験を行った．実験当日は，実験
開始前にバイタルサイン測定と問診を行い，被験者
の健康状態に問題ないこと，また，月経に起因する
諸症状のないことを確認した．
実験的疼痛には  誘発法を用いた．
この方法は，限局された体表の痛点に瞬時の微小な
群パルス（  ' () ）を与えるもの
で，生体への侵襲も後遺症もない，安全性の確立さ
れた方法である．実験前の十分な練習で，被験者は
痛みに対する予期不安が解消され，痛み強度を冷静
に評価できるようになる．
手浴はステンレスベースンに用意した
℃，
の
湯に被験者の片手（左手）の橈骨茎状突起部までを
浸ける方法で行った．手浴時間は分とし，終了時
の湯温は

～
 ℃であった．
 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　保健看護学科 　 岡山大学 　医学部 　保健学科 　 川崎医療短期大学 　第二看護科
（連絡先）池田理恵 　〒 　倉敷市松島 　川崎医療福祉大学
	

	 池田理恵・深井喜代子・岡田淳子
まず，
分以上の安静座位の後， 通りの電圧
強度（
と	）の  を被験者の手
浴と反対側の右前腕内側部の皮膚痛点にランダムに
与え，これをコントロールとした．さらに数分の安
静の後，痛み刺激と反対側の左手の手浴を行った．
手背皮膚温の上昇が緩やかになるのを待って，同様
に   刺激を行い，コントロールと手浴
中の痛み刺激に対する痛みの強度を比較検討した．
痛みの強度は，刺激の直後に   
（）（範囲 ～）で評価してもらった．痛覚
感受性に影響する不安や性格特性を調べるため，実
験前に *+ならびに ,-性格検査を実施した．さ
らに痛みの強度の妥当性を確認するため，実験後
に実験中の  を深井ら  翻訳による
.- / !"（./!）でも評価して
もらった．
生体反応として，前胸部に携帯型心電計（ハート
ビュー /(，フクダ電子）の電極を取り付け
心電図を，右橈骨動脈に連続血圧計（0"1 日本
コーリン）を装着して血圧を連続監視した．さらに，
精神性発汗部位である右手拇指指腹部に局所発汗量
測定用プローブ（デジタル発汗計 　/，ス
ズケン）を装着し局所発汗量を測定した．局所発汗
量も同様に解析プログラムを内蔵したコンピュータ
に入力した．本実験では一過性の反応でない安静状
態での被験者固有の発汗量（基準発汗量）を発汗パ
ラメータとした．また 左右の手掌部に体表温度計
（サーモトラック *.，クリエートメディッ
ク）を装着し，手浴による皮膚温の変化を監視した．
右手掌部皮膚温は 局所発汗が室温や体表温の影響
を受けないことを確認する指標にも使用した．
群間の比較には統計ソフト /0
（/社）の 2検定を用い，危険率 	 &未満
を有意水準とした．
結 果
．被験者の特徴
結果を表 に示すように被験者の健康状態は良好で
あった．また，電気刺激による  の感受
性は上肢の体脂肪率の影響を受けやすいと考えられる
が 
，被験者の体脂肪率は3 &の範囲で問題な
かった．また，*+ならびに ,-性格検査の結果，
特に考慮しなければならない被験者はいなかった．
被験者が 値を正しく評価できるようにする
ために，耐痛閾値（になる最低電圧）を計
測した結果，	±	（4）であった．実験
中の  体験（強度	の場合）を実験
後に./!によって評価してもらった結果 名の
平均（± 5）は，感覚指標±，感情指標	
±，評価指標± ，混合指標
±
	，合計
得点± 
，選択言語 ±，痛み強度（   	
の 	段階評価）±であった．これらの値から，
今回用いた  が急性痛の性質をもち，
実験遂行に必要十分な，妥当な痛みであったことが
確認できた．
．手浴による皮膚温の変化
左手背部の皮膚温（
± ℃）は，手浴終了時に
は

±℃に有意に上昇した（）．図 
に手浴実施による左右手背部皮膚温の変化の様子を
示す．手浴中，手浴をしていない右手皮膚温と手浴
中の左手皮膚温と間にも有意差があった（）．
また，手浴中は被験者全員が局所に心地よい温熱感
を体験していた．手浴をしなかった右手背皮膚温は

℃前後で，実験中ほとんど変化しなかった．

．手浴が痛覚感受性に及ぼす影響
手浴前と手浴中の  に対する評
価値は表 のようであった．すなわち，平均値
は
でコントロールの±から手浴中には
	± へ（	），	で	±から	
±
表  	
 	 
手浴が実験的疼痛閾値に及ぼす影響 		
図    	 	   	   
表     		   	   
	へ（），それぞれ有意に低下した．手浴
によって
の刺激では被験者名中名に，	
では 名に鎮痛効果がみられた．
 ．手浴の自律神経指標への影響
手浴前と手浴中では最高血圧にのみ有意な低下が
観察された（表 
）．表中の各値は手浴 
～ 分前
の 分間と，手浴開始後 ～ 
分の 分間の記録の
平均値を個人値として求めた．電気的に生じさせた
 によって，一過性の血圧上昇と局所発
汗量の増加が観察されたが，これらの痛み反応は手浴
前と手浴中でほとんど変化無くみられた．
考 察
 ．手浴が生体に及ぼす影響
清潔ケアの生体に与える影響については，清拭，
足浴，入浴等で報告されている．入浴は循環動態や
深部体温に大きく影響し，特に湯温が高いと，血圧，
心拍数が一過性に上昇するが，清拭や，足浴に
ついては，ダイナミックな生体反応はみられないこ
とが知られている．
手浴については，簡便な部分浴であるので足浴と
同様に生体に大きな影響を及ぼさないと考えられが，
本実験では，手浴中，手浴側の左手背皮膚温だけで
なく，最高血圧も有意に変化した（図 及び表 
）．
ベースンを用いた
℃の手浴で皮膚温が約 ℃上昇
し，被験者に適度の温熱感が得られたことは，身体
のわずかな部分の加温でも保温効果や爽快感を招来
できることを証明したといえよう．また，岡田ら 

は手浴のこうした加温効果は手浴後の十分な保温措
置で持続可能なことを示している．本実験では手浴
開始から最高血圧が有意に低下したが，これを裏付
けるものとして，手浴中の交感神経活性の低下が確
認されている
． 加温の末梢血管拡張効果が血圧
低下を招来したのであろう．
一方，母指指腹は精神性発汗が観察される部位で
あるが，本実験でも加温による発汗量増加は認めな
かった．局所発汗量は苦痛や不快感のあるときに増
加することが知られていることから，今回用いた
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表     	 	   	   
℃の微温湯に対して被験者がもった「快感」の評価
が自律神経指標によっても確認された．
 ．手浴が痛覚感受性に及ぼす影響
手浴によって，痛み刺激に対する値が有意に
低下したことから，手浴に  の感受性
を低下させる効果があることが明らかになった．手
浴という軽微で快な刺激が鎮痛効果をもたらすこと
が確認できた意味は大きいといえる．手浴中に交感
神経活性が低下するという事実
からも，このよう
な温熱刺激による鎮痛の機序は末梢の温熱刺激に誘
発された中枢からの下行性抑制と考えられるが ，
この機序を厳密に確かめるためには，電気刺激によ
る  で生じた誘発電位（脳波あるいは
筋電図）が手浴の有無で変化するかどうかの生理学
的な実験が必要で，今後の課題である．
また，今回の実験では，一側の手浴によって，皮
膚温の上昇がない反対側の前腕の痛みに鎮痛効果が
認められた．痛みがある部位の温熱刺激でなくとも
鎮痛効果が確認できたことは，臨床現場において手
浴という局所の温熱刺激で他の部位の鎮痛効果が期
待できることを示唆している．
少数例であるが，癌性疼痛を訴える患者にマッサー
ジ，散歩，足浴などを組み合わせて実施した結果，痛
みの訴えが全く消失したという興味深い報告があ
る．手浴は非侵襲的で簡便な方法であるので他
の鎮痛ケアと組み合わせ易く，また痛みを訴える患
者に繰り返し援助することが可能である．そのため，
連続して畳みかけるように実施することで鎮痛効果
を高めるアプローチとして，非常に使いやすい方法
といえよう．
以上の結果から，手浴が日常的な鎮痛ケアとして
有用であると結論付けられた．このことを根拠に，
手浴が疼痛のある患者の鎮痛ケアの一つとして臨床
の場で積極的に用いられることを提言する．
この研究の要旨は第回日本看護科学学会学術
集会で発表した．また，この研究は一部，平成年
度科学研究費補助金 基盤研究（6）（ ）課題番号

 の助成を受けて行った．
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